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第 11章 文化財の保存・活用の推進体制 

１ 文化財の保存・活用の推進体制  

 流山市における文化財の保存・活用を図る取り組みは、教育委員会生涯学習部博物館が

行っています。平成 21年（2009）の組織変更に伴い、生涯学習部生涯学習課（文化財保護

係）と博物館（学芸係・管理係）、図書館（奉仕係・管理係）の 3課 5係が統合され、生涯

学習部図書・博物館（学芸係・サービス係・管理係）の 1課 3係となりました。その後、

令和 2年 4月の組織変更によって生涯学習部博物館となり、現在に至っています。 

 博物館の学芸係は、文化財の保存と活用を担う文化財保護事業と博物館活動事業、市史

編さん事業を行っています。 

 本計画で定める文化財の保存と活用に関する措置は、生涯学習部博物館が中心となり、

庁内の関係部局と情報共有を図り、連携して各種事業を推進していきます。 

 

【文化財担当部局】（令和 6年 4月 1日現在） 

学芸係 職員    9名（文化財担当 1、埋蔵文化財担当 4（再任用職員 1名含む）、 

            博物館活動・市史編さん 3、その他 1） 

会計年度任用職員 41名（文化財担当 2、埋蔵文化財担当 33 、博物館活動 3、 

            市史編さん 3） 

 

 

関連部局 連携内容   

生涯学習部 図書館 郷土資料の充実 

生涯学習部 公民館 ボランティアガイドの育成 ゆうゆう大学での郷土史学習 

学校教育部 指導課 博学連携 小・中学校への出前授業  

教員への郷土史研修 

総合政策部企画政策課 市総合計画との連携調整 

総合政策部秘書広報課 文化財の情報発信 

総合政策部マーケティ

ング課 

魅力ある歴史・自然・文化の発信・宣伝 

フィルムコミッション 

環境部環境政策課 文化財を取り巻く環境、景観の保全の連携 

表 11 文化財の保存・活用関連部局一覧 
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関連部局 連携内容 

まちづくり推進部 

みどりの課 

遺跡・景観の保全（公園化） 

公園等に文化財説明看板の設置 

まちづくり推進部 

都市計画課 

都市計画マスタープランとの連携調整 

経済振興部流山本町・利

根運河ツーリズム推進

課 

文化財を活かした観光周遊コース整備 

流山本町・利根運河の文化財の利活用連携 

市民生活部 

防災危機管理課 

地域防災計画 文化財レスキュー 

消防署 防災活動の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 文化財の保存・活用に向けた連携 

 本計画の推進を図るため、市民や文化財所有者、地域、団体、専門家、関係行政機関と

連携して取り組みを進めていきます。また文化財の保存・活用について課題を共有する周

辺自治体と情報を共有し、その解決に当たっては連携して取り組みます。 

図 26 流山市の文化財の保存・活用の推進体制 
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関係機関 連携内容 

市民 認定文化財登録への参加、文化財パトロール等の参加 

文化財所有者・管理者 文化財の管理 

自治会 市内の歴史・文化・自然への普及連携 

神社氏子・寺院檀家 文化財の防火・防犯の連携 

流山市観光協会 市内の歴史・文化の普及活動 

大しめ縄行事保存会 市指定無形民俗文化財「大しめ縄行事」の継承 

鰭ヶ崎おびしゃ行事保存会 市指定無形民俗文化財「鰭ヶ崎おびしゃ行事」の継承 

ヂンガラ餅行事保存会 市指定無形民俗文化財「ヂンガラ餅行事」の継承 

おおたかの森お囃子会 郷土芸能の継承活動支援 

認定 DMO 株式会社流山ツー

リズムデザイン 

流山本町・利根運河地区の歴史文化の普及活動 

古民家の保存活用 

流山市立博物館友の会 市内の歴史・文化の普及連携 

NPO 法人流山史跡ガイド

の会 

市内の史跡ガイド 

新選組流山隊 近藤勇陣屋跡の周知・普及活動 

NPOさとやま 市野谷の森の自然活動の連携 

利根運河の生態系を守る会 利根運河地区の歴史・自然活動の連携 

流山市文化協会 文化財の普及活動（動画作成など） 

江戸川大学 文化財の保存・活用の協力 

聖徳大学 連携講座の実施 

東京理科大学 文化財の活用（VR・プロジェクションマッピング等） 

市内小中学校 出前授業 

職場体験の受け入れ 

郷土学習 

文化財審議会 文化財の指定・登録・認定 

流山市史編さん審議会 市史に関する事項の諮問・答申 

表 12 流山市の文化財の保存・活用の関連機関一覧 
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関係機関 連携内容 

専門家 文化財の保存・活用への相談・指導 

文化庁 文化財の保存・活用への補助制度 

千葉県教育庁文化財課 文化財の保存・活用への助言・指導 

千葉県文書館 文書資料の課題の共有・検討 

文書資料の研修会など 

千葉県博物館協会 博物館関係の課題の共有、検討 

博物館関係に関する研修会 

災害時の資料救済連携 

千葉県史料保存活用連絡協

議会 

公文書の保存・活用への課題検討 

文書資料に関する研修会 

災害時の協力 

千葉県北西部地区文化財行

政担当者連絡協議会 

千葉県北西部地区 11市の文化財担当者で構成 

文化財行政の課題共有・検討会議 

文化財に関する研修・勉強会 

普及活動事業（文化財発表会） 

全国歴史民俗系博物館協議

会 

博物館関係の課題の共有 

災害時の協力 

千葉歴史・自然資料救済ネ

ットワーク 

災害時の資料救済協力 

３ 文化財審議会 

本計画に基づく措置の進捗報告や事業内容については、流山市文化財審議会に定期的に

報告し、意見を求めるものとします。 

委員 10名（考古 3、民俗 1、仏像 1、建造物 1、文化財保存科学 1、市民公募 3） 

 

４ 文化財担当者のスキルアップ 

 文化財に関する新たな知識の蓄積や技術のスキルアップのため、文化庁や千葉県などが

開催する研修会に積極的に参加するとともに、千葉県博物館協会や千葉県北西部地区文化

財担当者連絡協議会で、地域の担当者間の情報交換や研修会の連携を図っていきます。 


